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研究成果の概要（和文）：本研究は、日本語にどのようなしゃべり方があり、それぞれどのよう

な人物像によって発話されているかを調べることにより、日本語の音声言語の教育に役立つ基

礎資料を作成するものである。MRI 装置と自然会話記録を用いて、日本語の音声言語を、調音

と発話行為の両面にわたって調べ、人物像に応じた音声文法の基礎資料を作成した。さらに、

人物像という半意図的な概念が従来の目的論的な発話行為論と文法を改良する上で有用なもの

であることを明らかにした。 
 
研究成果の概要（英文）：This project aims at making basic materials for teaching spoken 
Japanese language, by investigating the ways in which speaking is conducted by the 
speaker’s “characters” in Japanese communication. Based on MRI experiments and natural 
conversation collection, the materials consist of detailed descriptions of articulatory and 
communicative aspects of various Japanese speech acts in accordance with the speaker’s 
“character.” Also it was demonstrated that the semi-intentional conception of “character” 
can be utilized to improve traditional teleological speech act theory and grammar. 
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１．研究開始当初の背景 
(1) 文字言語研究の隆盛の中で傍らに追い
やられていた音声言語に対する、近年の関心
の高まりは、研究開始当初には、国内外を問
わず、個々の学問分野を超えた大きなうねり
となっていた。より具体的には、 
①文法の分野では、チェイフが言語の動的過

程説を論するなど、音声言語に対応できる動
的な言語観が急速に浸透してきていた。 
②また、音声科学・情報処理の分野では、「感
情音声」というキーワードのもと、よりリア
ルな発話が注目されるようになっていた。 
③さらに、教育の分野においても、音声分析
ソフトや MRIによる調音動態発音資料が日本



語教育や国語教育で注目され始めていた。 
(2) このような音声言語研究のうねりの中
で定延らは、2004 年度～2007 年度に基盤研
究(A)「日本語・英語・中国語の対照に基づ
く、日本語の音声言語の教育に役立つ基礎資
料の作成」を進めていた。本課題はこの研究
の最終年度前年度申請によるものであるた
め、この研究の趣旨を簡単に説明しておくと、
日本語と代表的な外国語である英語・中国語
を、特に音声言語の面で比較対照させること
によって新しい知見を得、これまでの日本語
の音声言語教育を向上させる基礎資料を作
る」というものであった。「人物像」という
新しい問題意識は、この研究を進める中で浮
上してきたものである。 
(3) 一言でいえば「人物像」とは、「らしさ」
ということである。音声言語の研究を進める
うちに、態度や感情とは別に、子供らしい話
し方、男らしい話し方、女らしい話し方とい
った「らしさ」の考察が必要ではないかとい
う問題意識である。 

もちろん、「～らしい話し方」のうち一部
分は、地域や世代、性別などの差として調べ
られてはいたが、たとえば「高倉健」と「愛
川欽也」では話し方が大きく異なるというイ
メージがあるように、人物像は社会的属性の
違いだけではとらえきれない。 

人物像はこれまで光がほとんど当てられ
ていないので、この部分を集中的に研究する
ことによって、よりリアルな音声言語の文法
をつかめるのではないかという認識が、前記
科研の中で浮上してきた。 
 
２．研究の目的 
 以上の認識のもと、上記の基盤研究をさら
に効果的に進めるための最終年度前年度申
請をおこない、認められたものが本課題であ
る。したがって本課題は上記の基盤研究の性
格を大きく受け継いでいる。 

本課題の目的は「英語や中国語との対照の
もと、日本語の音声言語の教育に役立つ基礎
資料を作成する」というものであり、ここに
「人物像という観点」を導入することによっ
て、目的のさらに効果的な遂行をねらったも
のである。（基礎資料とは教材の一歩手前の
もので、より詳しい説明は４で述べる。） 
 
３．研究の方法 
 研究の方法についても本課題は上記の基
盤研究から多くを受け継いでいる。具体的に
は方法は大きく２つに分かれている。 
(1) １つは、MRI 装置（体内の動きを撮影す
るもので診察用に病院などに設置されてい
るものがよく知られている）を用いて、口腔
内での調音運動の動態を撮像し、観察の上、
編集し、解説を付けて調音動態撮像資料を作
成するという方法である。この方法を用いて、

日本語母語話者の日本語発話だけでなく、英
語母語話者の英語発話や日本語発話、中国語
母語話者の中国語発話や日本語発話のデー
タをも収録・活用した。 
(2) もう１つは、会話の音声と映像を目立た
ない形で収録する小型のビデオカメラ等を
用いて、学生にかぎらず社会人の自然会話を
収録し、観察、編集の上、解説を付けて自然
会話資料を作成するという方法である。この
方法では、日本語母語話者どうしの会話だけ
でなく、日本語母語話者－中国語母語話者や、
日本語母語話者－英語母語話者のデータを
も収録・活用した。 
(3) もっとも、これら２つの方法は相互に排
他的なものではない。たとえば「口をとがら
せる」のような特定の話し方は、調音は MRI
資料で、コミュニカティブな「機能」は自然
会話資料で学べるというように、両方の方法
は最終的に組み合わせることができるもの
である。 
 
４．研究成果 
(1) 調音動態については、上記「口をとがら
せる」や「口をゆがめる」のような、特定の
人物像による話し方について実験によって
知見を得るとともに、日本語共通語の代表的
な発音を「人物像」に偏らないという形で明
らかにして基礎資料を作成、CD 配布で公開し
た。 
基礎資料とは前述のとおり、教材の一歩手

前に位置づけられるものである。基礎資料の
作成を本課題の目的としたのは、教材は教育
機関によって必要な教材がまちまちで断念
せざるを得なかった次第だが、我々の作成し
た基礎資料を使用して、外部の教育機関（国
際交流基金）が調音の教材『音声を教える』
を作成したのは（その旨 168 ページに明記）
を作成したのは、基礎資料に対する高評価の
現れと言うことができるだろう。執筆者（磯
村一弘氏）を講師としたこの教材の講演会
（2010 年 10 月 3 日、於関西学院大学）は参
加者が百名を越え、多くの反響を得た。 
(2) 他方、自然会話については、 
①連携研究者ニック・キャンベル氏の協力に
よって、基礎資料として 120 分に及ぶ様々な
話者の発話音声、動画、文字、発話時間情報
付きの自然会話データベース“KOBE Crest 
FLASH”の形でインターネット上に公開した
（ http://www.speech-data.jp/taba/kobeda
ta/）。 
②また、人物像の導入によってこれまでの文
法や発話行為論を大きく発展させるための
新しい知見を得た。一人の話し手がさまざま
な場面や状況の中で話す音声言語に、驚くほ
どのバラエティがあるということは、以前か
ら知られていたが、これを説明する考えとし
ては従来「スタイル(style)」あるいは「人



格(personality)」といった概念しか用意さ
れていなかった。だが、音声言語の詳細な実
態観察を通して得られたのは、スタイル以上、
人格未満で、半意図的な「人物像」という概
念が日常的発話のいたるところに必要とい
うものである。ごく一例を挙げれば、「それ
でよ、事務所をよ」という一節を、末尾「よ」
を上昇調イントネーションで発するのは上
品な女性、末尾「よ」を高く上げて下げるの
は下品な男性、感動詞「あら」を下降調で言
うのは上品な女性という形で、人物像が音声
文法に深く関わっていることを具体的に示
した。さらに、このような人物像の半意図的
な性質が、発話に伝達意図を前提とする多く
の発話行為論にとって問題となることを示
した。 
(3) 以上の成果を辞書出版社（三省堂）のホ
ームページで一般向けに連載する機会を得、
（ http://dictionary.sanseido-publ.co.jp
/wp/author/sadanobu/）、連載 100 回を機に
改稿の上、基礎資料として出版した（『日本
語社会 のぞきキャラくり』）。この連載は好
評を得て英語版・中国語版も連載中である。 
(4) さらに、シンポジウム３回、ワークショ
ップ３回、講演会１回、研究集会２回、研究
打ち合わせ 30 回を通じて若手研究者育成に
つとめた。 
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